令和8年5月20日（水）15:30～17:00泉佐野市社会福祉センター2階大会議室にて、第一回泉佐野市立児童発達支援センター主催研修会を実施しました。
今回は、「発達の視点から見るこどもの理解と支援～乳児期から青年期までのつながり～」をテーマとし、実際の事例も交えながら、大変わかりやすくお話ししていただきました。研修には、市内の小中学校をはじめ、こども園や事業所、支援学校などから計58名の参加がありました。
こどもが「快適に過ごせている」ということは、成長し続けている姿であるという視点や、こどもの行動だけを見るのではなく、「何が足りていないのか」という視点で、その子に必要な部品（具体的な支援）を見つけ、どのような支援を積み重ねていくのかを考えていくことの大切さを改めて学ばせていただきました。日々の支援の中でも、こどもの行動の背景や思いを丁寧に読み取りながら、一人ひとりに必要な関わりを考えていきたいと思いました。
　参加者からは、「大人とこどもとでは外界の認知の仕方が異なる部分もあるということ
がよくわかり、こどもと関わっていく上で、大人としての視点だけでなく、発達段階を考
慮した視点が重要になるということを学びました。」「発達段階や、一人ひとりの個性によ
って、こどもがそれぞれ異なる存在であることがよくわかったため、“この子はどのよう
な子か、何が得意で何が苦手か”という視点を大切にしながら、こどもと関わっていきた
いと思います。」などの感想をいただきました。
今後もこどもたちが安心して過ごしていけるように、関わる支援者で連携を取っていき
ながら、よりよい環境づくりや支援を一緒に考えていきたいと思います。

